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1.はじめに
留学生の学習 ･研究活動 を支える横関である大学図書館利用に関して､昨年





利用に関する調査 を実施し､その調査結果を比較 ･考察 したものである｡
長崎大学全学部 に籍を置 く留学生の6割以上は大学院生であり､その多 くは




174 留学生の学習 ･研究環境としての大学図書館 (2)
る図書館内の ｢日本語｣の壁の問題などが浮き彫 りになった｡同調査では､留




を閲覧した り､自国の大学や友人､家族 とE-mailの交換を行っている｡ 大学図
書館を利用して生活情報 を収集し､活用していることも同調査で明らかになっ
た｡ 4年前 に来日した留学生の場合､来日直後の図書館利用と現在とでは資料





















1999年 1月 1日に欧州の単一通貨ユーロが謀生しEU (欧州連合)の経済統
合が実現されたことによって世界市場に新たな歴史が刻まれ始めた｡教育の面











画 (SOCRATES)｣に組 み込 まれ た後 ､国境 を越 えた ヨー ロッパ統 合
(europeanisation)を目指す高等教育プログラムの 1部門としてシステム化され､
同プログラムは1995年から1999年の期間運用されている｡参加規模は､現在24

















(新通貨はユーロに切 り替わ り､ 1ユーロは1999年5月現在131円)
176 留学生の学習 ･研究環境としての大学図書館 (2)
表1 エラスムス交換留学生国別学生数 1998/19994
国 名 交換留学参加大数 留学す る学 生 数 受け入れ留学生数 ヨーロッパ圏内学生数の比率
ベルギー 80 8,477 4.3% 9,175 4.6% 2.6%
デンマーク 89 4,593 2.3% 4,687 2.4% 1.2%
ドイツ 240 32,686 16.4% 29,193 14.7% 15.5%
ギリシャ 31 3,855 1.9% 4,533 2.3% 2.4%
スペイン 71 25,778 12.9% 23,501 ll.8% ll.6%
フランス 316 31,707 15.9% 32,368 16.3% 15.2%
アイルランド 29 3,536 1.8% 4,432 2.2% 0.9%
イタリア 93 18,134 9.1% 16,864 8.5% 12.9%
ルクセンプルグ 2 36 0.0% 45 0.0% 0.0%
オランダ 66 ll,069 5.6% ll,412 5.7% 3.5%
オーストリア 58 4,405 2.2% 4,549 2.3% 1.8%
ポル トガル 71 5,449 2.7% 5,116 2.6% 2.2%
フィンランド 77 7,457 3.7% 6,698 3.4% 1.6%
スエーデン 48 6,999 3.5% 7,299 3.7% 1.9%
イギリス 190 26,193 13.2% 32,101 16.1% 13.2%
アイスランド 8 262 0.1% 319 0.2% 0.1%
リヒテンシュタイン 2 0 0
ノルウェー 41 2,871 1.4% 2,717 1.4% 1.3%
小計 18 1,512 193,507 97.2% 195,009 97.9% 87.9%
キプロス 2 117 0.1% 64 0.0% 0.0%
チェコ 22 1,131 0.6% 877 0.4% 1.3%
ハ ンガ リー 36 1,107 0.6% 1.01 0.5% 0.6%
ポーランド 49 1,614 0.8% 1.138 0.6% 6.7%
ルーマニア 31 1,551 0.8% 889 0.4% 2.7%
スロベニア 9 75 0.0% 114 0.1% 0.7%
小計 6 149 5.595 2,8% 4,092 2.1% 12.1%
表 1か ら､エ ラスムス制度を採用す る上位 5ヶ国は､ ドイツ､フランス､
イギ リス､ イタリア､スペ インの順であるこ とが分か る｡ 上位 3ヶ国はEU






























している｡ スペイン人は留学生の受け入れ人数 よりも2,277人多 く派遣 してい
る｡ エラスムス参加24ヶ国中スペイン入学生が占める割合は5番目に位置し､









表 2 スペイン国内の国別エラスムス交換留学生数 (上位10ヶ国)1998/99年
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4.スペインの大学図雷館対象調査
4. 1 スペインの大学および大学国雷溝の特徴
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一般､他の大学図書館である｡
学生は中央図書館及び利用を希望する学部図書館に出向き､各館毎に自ら登
録手続 きを申請 しなけらばならない｡申請者は図書館利用カー ドに添付する証
明写真 を持参後､申請料 を図書館に支払う｡ カー ドが交付されるのは 1週間か
ら10日後である｡日本の場合､入学後に交付される学生証は図書館利用カー ド
として兼用で使用 されるケースが多く､手続きは無料である｡





























利用サービス担当職月の メールア ドレス (公開されているア ドレス)宛に本調
査の趣 旨と添付 したアンケー ト調査票を直接送信 して協力を求めた｡大部分の
大学中央図書館 は専用メールア ドレスを公開 していたが､ メールアドレスがな
い場合 には､当該大学の情報サービス部や学部図書館のメールア ドレス宛に送
信を行 った｡ しかし､担当が異なる部署に送付 してしまった時には､該当す る
部署のメールア ドレスが表示されメールが返送されたので､再度該 当部署- ア
ンケー ト調査票を送信 した｡
アンケー ト調査票は 10項目の質問項目を設定 して自由記述方式とした｡ 調
査票の言語はスペ イン語を使用した｡
4.3 調査結果
43大学にアンケー ト調査を依頼 して回答を得たのは 6大学 7図書館であっ
た｡以下は回答を得 た大学名である｡ ナバラ大学は回答中唯一の私立大学であ
り､その他 は国立大学である｡ スペインの私立大学は6大学 しか設置されてい
ない｡私立大学は国立大学と比較すると非常に学費が高 く､入学希望者はかな
り限定 される､一方大学施設などの教育環境は整備されている. その点 におい
てナバ ラ大学やその大学図書館は国立大学 とは条件的に異なるか もしれない
が､本調査 ではその違いは明確に現れていない ｡ 本調査では中央図書館を対象
としていたが､エス トレマ ドゥーラ大学か らは中央図書館 と看護 ･商学学科図
書館の 2館から回答があった｡しかし､中央図書館は全学の情報 を競合 して回
答 していたため中央館の回答を採用した｡
回答があった6大学図書館
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大学の学生数に対 して留学生の割合は 1%前後である｡
表 3 回答大学に関する情報
大 学 名 教授数 学生数 理系 文系 留学生 エラスムス中 央 学 部
学部 学部 総 数 交換留牡 図書館 図書館
エス トレマ ドゥ-ラ大学 1,308 23,352 8 10 111 1(X) 2館あ り 16
オビエ ド大学 2,025 43,189 15 ll 486 294 あ り 21
カル ロスⅢ世大学 1,531 17,870 1 2 268 なし 3
バ レ ン シ ア大学 2,990 64,552 6 13 560 なし 3
コル ドバ大学 1,112 22,070 7 4 230(1997) 230(1997) あ り ll






多い｡ エラスムスを除 いた留学生の中で最 も多いのは､ラテンアメリカ出身の
留学生である｡ ナバラ大学は､ラテンアメリカの大学生 でジャーナリス ト志望
者を対象 とした奨学金制度を独自に設定 してお り､ラテンアメリカからの留学
生が339人と最 も多い｡ ナバ ラ大学 では他にアジアか らの留学生は84人､ アフ
リカか らの留学生 は42人報告 されている｡
エス トレマ ドゥ-ラ大学 にはエラスムス以外 にラテンアメリカ出身の留学生
が ｢大学交換制度｣を利用 して同校に在籍 している｡
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(2)留学生 の所属学部
留学生が所属す る主な学部は､哲学､経済､法律､社会法律学､神学､文献
学である｡ これらの学部はいわゆる文系学部 に分類される｡ エラスムス交換留
学生が多い学部は文系学部 と前述 したが､回答大学でも同様 の傾向が見られる｡
ナバラ大学が 5大学と異 なるのは､神学部 に所属する神学生 の留学生が多数在







b.留学生 を対象 とした図書館利用案内 (ガイダンス)の実施
6大学図書館すべ て行っていない｡
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(5)図書館の資料
a.留学生用資料コーナーを設置しているか



















には学生証の提示を求めるのであろう｡ エス トレマ ドゥ-ラ大学は図書
館利用 カー ドを必要としている｡
C.留学生のE-mailア ドレスの取得
4大学はメールアドレスの取得が可能であ り､ 1大学が取得で きな




した り､E-mailを利用してメールの交換 を行 っていると報告があった｡
エス トレマ ドゥ-ラ大学ではインターネットの利用状況に関する記録
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は取っていない と記 されていた｡残念ながら留学生のインターネッ ト
利用状況に関しての記述はナバラ大学 1校であった｡
以下 (7)(8)(9)は留学生の図書館利用 と直接には関係 しないが､広
義に留学生の図書館利用を含んだ設問である｡
(7)外国語資料の所蔵
図書館で所蔵する外国語資料は どの言語の資料が多 く収集 さているかを問
うた設問である｡ 6大学 に共通 して収集している外国語資料の多 くは英語､
フランス語､ ドイツ語､イタリア語の 4ケ国語の資料である｡次に多いのは
ポル トガル語資料であった｡エス トレマ ドゥ-ラ大学では外国語資料 はスペイ
ン語資料と区別することな く収集している｡
(8)外国語雑誌のタイ トル数
オビエ ド大学は3,500タイ トル､バレンシア大学は3,809タイ トルの外国語雑
誌を所蔵 している｡ ナバ ラ大学は5,000タイ トルを所蔵 しており､雑誌の主 な
ジャンルは科学分野と調査研究を主題 とするものである｡
(9)外国語新聞数
カルロスⅢ世大学は5タイ トル､ナバ ラ大学は20タイ トルの外国語新聞 を
所蔵している｡ 4大学は記載がな い ｡
(10)意見
a.留学生 を対象 とした大学図書館における利用者サービスに関して





エス トレマ ドゥ-ラ大学は､｢大学図書館はスペイン入学生 と同様に
図書館利用者としてのサービスを行うべきである｡しかし､留学生が
図書館利用に支障がないように特 に言葉に関して援助 していく必要が







回答は 6大学 7大学図書館から得 られた｡スペインにおける留学生の大学図
書館利用状況を知る実数 として少 なかったことは残念であった｡ しかし､6大



























のスペ イン語以外の言語 による表示は行っていない｡2大学ではスペ イン語の
案内パ ンフレッ トが作成 されている｡ 新年度 に図書館 ガイダンスを実施 してい
るか不明であるが､ これはスペイン入学生を対象 としたガイダンスも実施 され
ているか不確定であるので留学生 に限って行われていない とは断定できない｡
この点 においても､留学生 とスペイン入学生を区別することなく｢学生利用者｣
として､図書館 は留学生への特別 な働 きかけ(ガイダンスや説明会など)は実施
していないようである｡ 長崎大学附属図書館は昨年(1998)から日本語研修 コー
ス受講生を対象 とした英語による図書館案内 ガイダンスを開始 した｡留学生 を
閲覧室､書架､留学生コーナー､コンピュータルームへ と案内し､その場所で説
明と利用の仕方及び入館方法について英語で説明する初めての取 り組みであった｡
図書館資料に関 して､長崎大学は ｢留学生 コーナー｣を設置 しているが､ 6








時､教職員の名刺にメールア ドレスを印刷する習慣 はまだ一般的ではなか っ
た｡
現在 4大学は､スペイン入学生および留学生は個 人のメールア ドレスの取得
が可能である｡ 図書館のパソコンを使用する場合 は図書館利用カー ドや学生証
を提示することになっている｡ 留学生のパソコンやインターネッ ト利用状況 に
関してはまだ充分 な報告が ない ｡
この数年の間に飛躍的に普及してきたホームページであるが､1997年の前半
にスペ インの大学の情報 をインターネットで検索 した時は､ホームページを開
設 していた大学 は僅かであった｡ 本調査 にあたり再度スペ インの大学を検索す












切 り換 えによって留学生 に図書館の基本的な情報とその利用方法をより分かり
易 く伝 えている｡
5.おわりに
日本の大学､特 に国立大学に在籍 している留学生は主に理工系や医学 ･歯




















｢ヨーロッパ枕計年鑑｣1997年刊行 まではエ ラスムスの統計が掲載 されてい
たがその後EUの公式ホームページが開設され､以後最新統計 は上記ア ドレス中
に公開 されている｡
3 エキュ(ECU)は1999年1月1日より新通貨ユーロ(EURO)に自動的に切 り替わ りユ
ーロとエキューは 1対 1の比率になったO現在 1ユ-ロは131円｡
4 htp:/europa.eu.inUen/comm/dg22/S∝rates





(1) 浜口美由紀 ｢留学生の学習 ･研究環境 としての大学図書館 一留学生の大学




(3) ｢ヨーロ ッパ｣ No.215 駐 日欧州委員会代表部広報部 1999
(留学生センター非常勤講師)
